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明 細 書

発明の名称 ：

シールエア供給装置及び該シールエア供給装置を用いた排ガスタービン過

糸口

技術分野

[0001 ] 本発明は、シールエア供給装置及び該シ一ルエア供給装置を用いた排ガス

タービン過給機に関 し、特に、空気と燃料ガスの一部若 しくは全部とを予混

合 した混合ガスを、排ガスタービン過給機を介 してシリンダに供給するガス

エンジンにおける排ガスタービン過給機のシールエア供給装置に関する。

背景技術

[0002] 従来から、エンジンに備えられる排ガスタービン過給機において、ェンジ

ンからの排気が排ガスタ一ビン過給機の給気側へ侵入することを防止するた

めに、また排ガスタービン過給機の排気タービンのスラス 卜力のバランスと

りのために、さらに給気側コンプレッサや排気側タービンの背面冷却のため

に、該排ガスタ一ビン過給機の給気側コンプレッサに供給される給気の一部

、若 しくは給気側コンプレッサで加圧された給気の一部を抽出して排気タ一

ビン背面空間や軸受部等に供給 している （以下シールエアという）。そして

、供給後には前記シールエアは大気に放出されるようになっている。

[0003] 例えば、特許文献 1 (特開平 6 —3 4 6 7 4 9 号公報）には、図 5 に示す

ように、過給機 0 1 によって加圧され、その後クーラ0 2 によって冷却され

た主機関掃気室二次側 0 3 の低温空気を、シールエアとして、過給機 0 1 の

タービン0 4 側に設けたタービンディスク側面に供給 し、本来の機能 （スラ

ス トバランス、油シール及びガスシール）に加え、タービン翼及びタービン

ディスク部を冷却するようにしたものが開示されている。

[0004] また、特許文献 2 (特開平 1 1 — 1 1 7 7 5 3 号公報）においても、過給

機のコンプレッサからの圧縮空気を、シール空気通路を経てタービンの背部

に導きロータ軸のバランス作用および排ガスの侵入や潤滑油の漏れをシール



すると共に、シール空気通路の途中に、コンプレッサの出口側の空気圧力が

タービン背部空間側の圧力よりも高いとき、前記空気通路を開く自動弁が取

付けられる構成が開示されている。

[0005] —方、炭鉱メタンガス等の低カロリーガスを燃料ガスとして使用するガス

エンジンにおいては、例えば、特許文献 3 (特開 2 0 0 9 — 1 4 4 6 2 6 号

公報）に示されるように、燃料ガスの一部を若 しくは全量を、給気エアに予

め混合 してから該混合ガスを過給機によって加圧 して、シリンダ内に供給す

るようにした過給機前予混合の給気システムが知られている。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献1 ：特開平 6 _ 3 4 6 7 4 9 号公報

特許文献2 ：特開平 1 1 — 1 1 7 7 5 3 号公報

特許文献3 ：特開 2 0 0 9 _ 1 4 4 6 2 6 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] しか しながら、特許文献 3 に開示されている過給機前予混合の給気システ

厶のように、空気に対 して燃料ガスの一部若 しくは全量を予混合するガスェ

ンジンにおいては、特に、空気にメタンガス等の燃料ガスを予混合するガス

エンジンにおいては、特許文献 1、 2 で示すような、エンジンに供給される

給気の一部を利用 してシールエアとして過給機に供給すると、給気にメタン

ガスが含まれているため、メタンガスが過給機内部の高温部品や高温部位と

接触する可能性がある。

さらに、シールエアをタービン背面空間ゃ軸受等に供給後、当該シールェ

ァを大気に放出すると、燃料ガスの一部が大気に放出され、特にメタンガス

においては温室効果が大きく大気環境の悪化を招 くと共に、燃料消費効率の

悪化を招 く可能性がある。

[0008] そこで、本発明は、これら課題に鑑みてなされたもので、排ガスタービン



過給機 の上流側で空気 と燃料 ガスの一部若 しくは全量 とを予混合 した給気混

合 ガスを、排 ガスター ビン過給機 を介 して給気するガスエ ンジ ンの前記排 ガ

スタ一 ビン過給機 のシールエア供給装置 において、排 ガスター ビン過給機 の

高温部 に、給気混合 ガスが直接接触するのを回避するとともに、給気混合 ガ

ス の 大気放 出量 を削減 して大気汚染 を防止することを目的 とする。

課題を解決するための手段

[0009] 前記課題 を解決するために、排 ガスター ビン過給機 の上流側で空気 と燃料

ガスの一部若 しくは全量 とを予混合 した給気混合 ガスを、排 ガスター ビン過

給機 を介 して燃焼室へ供給するガスェ ンジンの前記排 ガスタ一ビン過給機 の

シールエア供給装置 において、前記排 ガスタ一ビン過給機 とは別 にシ一ルェ

ァ用圧縮機 を設 け、該シールエア用圧縮機 によって生成 される加圧空気を前

記排 ガスタ一 ビン過給機 のシールエアと して前記排 ガスター ビン過給機 のシ

—ルエア供給部 に導 くシールエア供給路 と、該シ一ルエア供給路か ら分岐 し

て設 け られ前記シールエア供給部へのシールエアの余剰空気を前記 ガスター

ビン過給機 のコンプ レッサ出口側 に導 く余剰空気導入路 と、 を備 えた ことを

特徴 とする。

[001 0] かかる発明によると、 メタンガス等 を燃料 ガスとするガスエ ンジンの排 ガ

スター ビン過給機 のシールエアと して、排 ガスター ビン過給機 とは別 に設 け

たシ ール エア用圧縮機 か らの加圧空気を、 シ ール エア供給路 を介 してシ ール

エア供給部 に供給するので、 メタンガス等の燃料 ガスが予混合 された給気混

合 ガスがシールエアと して用い られることがな く、該給気混合 ガスが排 ガス

ター ビン過給機 の高温部 に直接接触する可能性が回避 される。

さ らに、 シールエア供給部 に供給 されるのが空気であるため、 そのシール

エア供給部 に供給 された当該空気が大気に放 出されても、 メタンガスのよう

に温室効果作用が大 きくないため大気汚染 も抑制 される。

[001 1] また、 シールエア用圧縮機 によって生成 されたシールエアをシールエア供

給部 に導 くシールエア供給路か ら分岐 して設 け られシールエアの余剰空気を

ガスタ一 ビン過給機 のコンプ レッサ出口側 に導 く余剰空気導入路 を備 えたの



で、前記 シール エ ア用圧縮機 によ って生成 され る加圧空気 に、 シール エ アに

よる消費量 を上 回 る余剰分 が生 じた場合 には、該余剰分 を排 ガスター ビン過

給機 の吐出給 気 に合流 させ る ことで、排 ガスタ一 ビン過給機 の過給機効率 を

向上 させ る ことがで きる。

[001 2] また、本発 明 において好 ま しくは、前記 シール エ ア供給部 を経 由 したシ一

ル エ アを前記排 ガスター ビンの コンプ レツサ入 口側 に戻すシール エ ア放 出路

を備 える とよい。

この よ うに、 シール エ ア供給部 に供給 されたシール エ アは、 エ ンジ ンの排

気が排 ガスター ビン過給機 の給 気側へ侵 入す る ことを防止 し、排 気 ター ビン

のスラス ト力のバ ラ ンスを と り、 さ らに給 気側 コンプ レツサゃ排 気側 タ一 ビ

ンの背面冷却等 を行 い、 シール エ ア放 出路 を通 って排 ガスター ビンの コンプ

レッサ入 口側 に合流 させ るので、排 ガスタ一 ビン過給機 の過給機効率 を向上

させ る ことがで きる。 また、 大気へ放 出されないため、温室効果 による大気

環境 の悪化 も抑制 され る。

[001 3] また、本発 明 において好 ま しくは、前記 シール エ ア用圧縮機 が、前記 ガス

エ ンジ ンの排 ガスの流れ に対 して前記排 ガスター ビン過給機 と並列 に設 け ら

れ、前記排 ガスで駆動 され る排 ガスター ビン圧縮機 であ る とよい。

この よ うに、 シール エ ア用圧縮機 は、 シール エ ア用排 ガスター ビン圧縮機

と して、 ガスエ ンジ ンの排 ガスの流れ に対 して排 ガスター ビン圧縮機 と並列

に設置 され、 シール エ アを生成 す るだ けに設 け られ るため、 主 とな る排 ガス

タ一 ビン過給機 よ りも小容量 の圧縮機 で よい。

そ して、 ガスエ ンジ ンの排 ガスによ って排 ガスター ビン過給機 とシール ェ

ァ用排 ガスター ビン圧縮機 との双方 が駆動 され る。 この ことによ り、 シール

エ アの生成 が ガスエ ンジ ンの運転状態 と連動 す るので、排 ガスター ビン過給

機 にシール エ アが供給 されず に、 ガスエ ンジ ンが運転 し続 けて、排 ガスター

ビン過給機 のシール不 良ゃ スラス 卜カバ ラ ンス不 良や、冷却不 良 によ って過

給機性能低 下 を引 き起 こ し、 エ ンジ ン性能低 下が生 じる可能性 を回避 で きる

。 これ によ つて、 シール エ アの供給装置 の信頼性 を向上 で きる。



[0014] また、本発明において好 ま しくは、前記 シールエア用圧縮機 が前記 ガスェ

ンジ ンとは別 に設 け られた駆動手段 によって駆動 され るとよい、例 えば電気

モータ、別エ ンジ ン等の駆動源 による。

このようにガスエ ンジ ンとは別の駆動手段 によってシールエア用圧縮機 を

駆動 し、 その加圧空気 を排 ガスタ一 ビン過給機 にシールエアと して供給可能

とするため、 シールエア用圧縮機 の設置のため にェ ンジ ン側 の構造変更 を伴

うことな く、 シールエアの供給装置 を簡単、低 コス トで得 ることがで きる。

[001 5] また、本発明において好 ま しくは、前記余剰空気導入路 にシールエアを前

記排 ガスタ一ビン過給機 の コンプ レッサ出口側への流れのみ を許容する逆止

弁が設 け られ るとよい。

排 ガスタ一ビン過給機 の コンプ レッサ出口側 の高圧の給気混合 ガスが、余

剰空気導入路 に逆流 しないようにするので、 シールエア用圧縮機 によって生

成 され る加圧空気 に、 シールエアによる消費量 を上回る余剰分が生 じた場合

であ って、且つ、排 ガスター ビン過給機 の出口側 よ りも高圧 にな った ときだ

け、余剰分 を排 ガスター ビン過給機 の出口側 に合流 させ ることがで き、排 ガ

スター ビン過給機 の コンプ レツザの出口側 の給気混合 ガスへの余剰空気の導

入 を確実 に行 うことがで きるようになる。

発明の効果

[001 6] 本発明によれば、排 ガスター ビン過給機 とは別 にシールエア用圧縮機 を設

け、該 シールエア用圧縮機 によって生成 され る加圧空気 を前記排 ガスター ビ

ン過給機 のシールエアと して前記排 ガスター ビン過給機 のシールエア供給部

に導 くシールエア供給路 と、該 シ一ルエア供給路 か ら分岐 して設 け られ前記

シールエア供給部へのシールエアの余剰空気 を前記 ガスター ビン過給機 の コ

ンプ レッサ出口側 に導 く余剰空気導入路 とを備 えたので、 メタンガス等の燃

料 ガスが予混合 された給気混合 ガスがシールエアと して用い られ ることがな

く、該給気混合 ガスが排 ガスター ビン過給機 の高温部 に直接接触 する可能性

が回避 され る。

さ らに、 シールエア供給部 に供給 され るのが空気であるため、 そのシール



エア供給部 にされた当該空気が大気 に放 出されても、 メタンガスのように温

室効果作用が大 き くないため大気汚染 も抑制 され る。

図面の簡単な説明

[ 0017] [ 図 1] 本願発明のガスエ ンジ ンの示す全体構成 図である。

[ 図 2 ] シールエア供給装置の第 1 実施形態 を示す構成 図である。

[ 図 3 ] シールエア供給装置の第 2 実施形態 を示す構成 図である。

[ 図4 ] シールエア供給路 を示す概 略断面図である。

[ 図 5 ] 従来技術 を示す全体構成 図である。

発明を実施するための形態

[001 8] 以下、本発明を図に示 した実施形態 を用いて詳細 に説明する。但 し、 この

実施形態 に記載 されている構成部 品の寸法、材質、形状、 その相対配置な ど

は特 に特定的な記載 がない限 り、 この発明の範 囲をそれのみ に限定する趣 旨

ではない。

[001 9] 図 1 を参照 して、本発明の排 ガスター ビン過給機 のシールエア供給装置が

適用 され るガスェ ンジ ンの全体構成 を説明する。

ガスエ ンジ ン 1 は、過給機付 きの発電用 ガスエ ンジ ンであ り、炭鉱近傍 に

配設 され、燃料 ガス及び吸気 ガス と して炭鉱坑 内か ら排 出され るメタン含有

ガスが用い られ る形態 について説明する。

[0020] 炭鉱坑 内か ら排 出され るメタン含有 ガスには、石炭層 中に混在 し、保安の

ため にガス抜 きボ一 リング穴か ら真空ポ ンプで回収 する回収 メタン含有 ガス

C M M ( C o a l M i n e M e t h a n e 。 メタン濃度 3 0 ~ 5 0 重量

% ) と、坑道及び切羽か ら換気のため に排 出され る換気 メタン含有 ガス V A

M ( V e n t i l a t i o n A i r M e t h a n e 。 メタン濃度 0 . 3

~ 0 . 7 重量％ ) とがある。

[0021 ] 本実施形態 においては、前記回収 メタン含有 ガス C M M を燃料 ガス と して

用いてガス供給管 3 に供給 し、 さ らに、大気 （空気） に前記換気 メタン含有

ガス V A M を混合 したもの、 または V A M を混合せずに大気だけのものを、

大気導入管 5 に供給 する。



なお、本実施形態においては炭鉱近傍に配設されたガスエンジン 1 につい

て説明 しているがこれに限られず、例えば燃料ガスとしてバイオマスガス等

を用い、大気との予混合燃料ガスとしてゴミ処理処分場で発生するラン ドフ

ィルガス等のメタン濃度が可燃限界より低いガスを利用 してもよい。

[0022] 図 1 において、発電用のガスエンジン 1 は、内部に燃焼室が形成される複

数 （図 1 では3 個）の燃焼シリンダを有 したエンジン本体 7 を備え、発電機

9 がエンジン本体 7 の出力軸 1 1 に連結される。出力軸 1 1 にはフライホイ

—ル 1 3 が取り付けられ、該フライホイール 1 3 の外側にはエンジン回転セ

ンサ 1 5 が設けられ、さらに、発電機 9 の負荷を負荷センサ 1 7 で検出して

エンジン負荷を検出している。

[0023] ガスエンジン 1 のシリンダへッド1 9 には、給気枝管 2 がそれぞれのシ

リンダへッド1 9 に接続され、これら給気枝管 2 は給気管 2 3 に接続され

、給気管 2 3 は給気を冷却する給気冷却器 2 5 に接続され、さらに、排ガス

タービン過給機 2 7 (排ガスタービン過給機）の給気側コンプレッサ 2 7 a

の給気出口に接続される。この排ガスタービン過給機 2 7 は、給気側コンプ

レッサ 2 7 a と排気タービン2 7 b とが回転軸 2 9 で連結され、排ガス流に

よって排気タービン2 7 b が駆動されて混合ガスを給気側コンプレッサ 2 7

a で加圧 してエンジン本体 7 の燃焼シリンダに供給する。

[0024] また、それぞれのシリンダへッド1 9 には、排気管 3 が接続され、各排

気管 3 は排気集合管 3 3 に接続され、排気集合管 3 3 からの排ガスは排ガ

スタービン過給機 2 7 の排気タービン2 7 b に導入されて、排気出口管 3 5

を通って排出される。また、排気タービン2 7 b の入口側から分岐 して排気

タービン2 7 b をバイパスして排気タービン2 7 b の出口側と接続する排気

バイパス管 3 7 が設けられている。そして、排気バイパス管 3 7 には、該排

気バイパス管 3 7 の通路面積を変化せ しめる排気バイパス弁 3 9 が設けられ

ている。

[0025] 排ガスタ一ビン過給機 2 7 へ給気混合ガスを供給する過給機入口管 4 と

大気導入管 5 との間には、ミキサ4 3 が設置されている。このミキサ4 3 に



おいて、大気導入管 5 からの空気若 しくは空気とV A M ガスとの混合大気に

対 して、ガス供給管 3 から供給される燃料ガスのC M Mガスの一部が混合す

る。そして、この給気混合ガスを排ガスタービン過給機 2 7 の給気側コンプ

レッサ 2 7 a で加圧するようになっている。

[0026] ガス供給管 3 は、途中で分岐 して、ガス供給管 3 から過給機側ガス供給管

4 5 とシリンダ側ガス供給管 4 7 とに分岐されている。過給機側ガス供給管

4 5 は、ミキサ4 3 に接続され、過給機側ガス供給管 4 5 にはガス流量計 4

9 、ミキサ4 3 へのガス供給量を制御するミキサガス調整弁 5 が設けられ

ている。なお、本実施形態のように、必ず しもミキサ4 3 にガス供給管 3 か

ら燃料ガスのC M Mガスを供給 しなくてもよいが、ミキサ4 3 にガス供給管

3 から燃料ガスのC M Mガスを供給することで、後述するガス供給枝管 6 9

に設けられるシリンダ別ガスガス調整弁 6 3 を小型化できる。

[0027] また、シリンダ側ガス供給管 4 7 は、各シリンダの給気枝管 2 に接続 し

て、シリンダ内の燃焼室に供給される前に給気枝管 2 内を流れる排ガス夕

—ビン過給機 2 7 で加圧された混合ガスに対 しさらに混合 して燃焼室に流入

する。また、シリンダ側ガス供給管 4 7 にはガス流量計 5 3 、シリンダへの

ガス供給量を制御するシリンダガス調整弁 5 5 が設けられている。また、ガ

ス供給管 3 には、ス 卜レーナ 5 7 および燃料デミスター 5 9 が設けられてい

る。

[0028] 制御装置 6 が設けられ、回転数センサ 1 5 からのエンジン回転数信号に

基づき目標回転数となるようそれぞれのガス供給枝管 6 9 に設けられたシリ

ンダ別ガス調整弁 6 3 の開度、および過給機側ガス供給管 4 5 に設けられた

ミキサガス調整弁 5 の開度が制御される。

また、制御装置 6 において、回転数セ ンサ 1 5 からのエ ンジン回転数信

号、負荷センサ 1 7 からのエンジン負荷信号、給気圧力センサ 6 5 からの給

気圧力信号、及び給気温度センサ 6 7 からの給気温度信号に基づき、排気バ

ィパス弁 3 9 の開度が制御されて所定の空燃比に制御されるようになつてい

る。



[0029] かかるガスエンジン 1 の運転時において、 ガス供給管 3 か らの燃料ガスは

、 ガス供給管 3 に設けられたス トレーナ 5 7 および燃料デ ミスター 5 9 を通

過 して、炭鉱か ら排出される際に含 まれる多 くの埃、水蒸気等の不純物が除

去される。そ して、燃料デ ミスター 5 9 を通過 した燃料ガスは途中で分岐さ

れ、分岐された燃料ガスの一方は過給機側 ガス供給管 4 5 を通 ってミキサ 4

3 に導入 し、該 ミキサ 4 3 において大気導入管 5 か らの空気若 しくは空気 と

V A M ガスとの混合大気 と混合 して、 この混合ガスは給気混合ガスと して排

ガスター ビン過給機 2 7 の給気側 コンプレッサ 2 7 a に導入する。給気側 コ

ンプレッサ 2 7 a で高温、高圧に加圧された給気混合ガスは給気冷却器 2 5

で冷却されて降温 し、給気管 2 3 を通 って各シ リンダの給気枝管 2 内に流

入する。

また分岐された燃料ガスの他方はシ リンダ側 ガス供給管 4 7 に入 り、各シ

リンダのガス供給枝管 6 9 か ら、各シ リンダの給気枝管 2 1 に入 り、該給気

枝管 2 内の給気混合ガスに混入されて各シ リンダ内に送 り込 まれる。

[0030] そ して、 ガスエンジン 1 の各シ リンダか らの排 ガスは排気管 3 を通 って

排気集合管 3 3 で合流され、排 ガスタ一 ビン過給機 2 7 の排気タ一 ビン 2 7

b に供給 されて該排気ター ビン 2 7 b を駆動 した後、排気出口管 3 5 を通 つ

て外部 に排出される。 この排 ガスの排出は制御装置 6 か らの制御操作信号

によって排気バイパス弁 3 9 が制御 されて、排気集合管 3 3 内の排気ガスの

—部は排気ター ビン 2 7 b をバイパス して排気出口管 3 5 に排出されること

で、排 ガスター ビン過給機 2 7 による加圧流量が制御 される。

[0031 ] (第 1 実施形態）

以上の構成 を有 したガスエンジン 1 において、排 ガスター ビン過給機 2 7

のシールエア供給装置 7 の第 1 実施形態を、図 2 を参照 して説明する。

図 2 はシールエア供給装置 7 の構成図であ り、図 1 の A 部分の詳細説明

図である。

[0032] 主過給機である排 ガスター ビン過給機 2 7 とは別に、副過給機 と してシ一

ルエア用圧縮機 7 3 が排 ガスタ一ビン過給機 2 7 の近傍 に排 ガスタ一 ビン過



給機 2 7 とガスエンジンの排ガスの流れに対 して並列的な配置関係に設置さ

れている。このシールエア用圧縮機 7 3 は、排気集合管 3 3 から排出された

排気ガスの一部によって駆動される排気タービン7 3 b と、該排気タービン

7 3 b と回転軸 7 5 によって結合されたコンプレッサ 7 3 a とによって構成

される排ガスタービン圧縮機である。そして、コンプレッサ 7 3 a には大気

(空気）が流入されるようになっている。

また、シールエア用圧縮機 7 3 の排気タービン7 3 b を通過 した排ガスは

、排ガスタービン過給機 2 7 の排気タ一ビン2 7 b を通過 した排ガスと合流

して排出されるようになっている。

[0033] また、シールエア用圧縮機 7 3 のコンプレッサ 7 3 a によって加圧された

加圧空気は、排ガスタービン過給機 2 7 のシールエアとして、シールエア供

給路 7 7 を介 して排ガスタービン過給機 2 7 のシールエア供給部 7 9 (タ一

ビンディスク9 9 の背面側空間、図4 参照）に供給される。さらに、シール

エア供給路 7 7 は途中で分岐 して、シールエア供給部 7 9 へのシールエアの

余剰空気を排ガスタービン過給機 2 7 の給気側コンプレッサ 2 7 a の出口側

に導 く余剰空気導入路 8 が形成され、余剰空気導入路 8 には、給気側コ

ンプレッサ 2 7 a の出口側への流れのみを許容する逆止弁 8 3 が設けられて

、給気側コンプレッサ 2 7 a の出口側からの逆流を防止 している。

[0034] このように、排ガスタ一ビン過給機 2 7 の給気側コンプレッサ 2 7 a の出

口側の高圧の給気混合ガスが、余剰空気導入路 8 に逆流 しないようにする

ので、シールエア用圧縮機 7 3 によって生成された加圧空気に、シールエア

による消費量を上回る余剰分が生 じた場合であって、且つ、排ガスタービン

過給機 2 7 の出口側よりも高圧になったときだけ、余剰分を給気側コンプレ

ッサ 2 7 a の出口側に合流させることができ、給気側コンプレッサ 2 7 a の

出口側の給気混合ガスへの余剰空気の導入を確実に行うことができる。

[0035] シールエア供給部 7 9 に供給されたシールエアは、その後、軸受 8 5 (図

4 参照）の部分を冷却およびシール等 して、シールエア放出口8 9 (図4 参

照）から放出され、その後、放出された放風空気は排ガスタ一ビン過給機 2



7 の給気側コンプレッサ 2 7 a の入口側にシールエア放出路 8 9 を通って供

給されるようになっている。また、このシールエア放出路 8 9 には、オイル

ミス トフィルタ9 が設けられている。

シールエアがシールエア供給部 7 9 ゃ軸受 8 5 等を経由することによって

、排ガスの侵入や、排気タービン2 7 b のスラス トバランスや、潤滑油の漏

れを防止することで、オイル分が含まれるためシールエアからオイルミス 卜

分を除去 した清浄ェァとして排ガスタービン過給機 2 7 の給気側コンプレツ

サ 2 7 a の上流側に流入される。

[0036] 図 4 に、排ガスタービン過給機 2 7 のシールエア供給部 7 9 、軸受 8 5 等

の概要を示す。コンプレッサケ一シング9 3 、軸受台 9 5 、およびタービン

ケ一シング9 7 内に、給気側コンプレッサ 2 7 a および排気タービン2 7 b

を備えた回転軸 2 9 が軸受 8 5 によって支持されて収納されている。シール

ェァ供給路 7 7 は、給気側コンプレッサ 2 7 a の背面側の軸受台 9 5 に径方

向に軸中心に向って伸びて給気側コンプレッサ 2 7 a の背面側の冷却を行い

、その後軸中心部分で軸方向に伸び、排気タービン2 7 b のタービンディス

ク9 9 の背面側空間であるシールエア供給部 7 9 にシールエアを導 くように

形成されている。シールエア供給部 7 9 に導かれたシールエアによって、タ

—ビンディスク9 9 のスラス ト力をバランスさせ、さらに、軸受 8 5 を通つ

て、軸受 8 5 の冷却や潤滑油のシールを行って、シールエア放出路 8 9 から

放出されるようになっている。

[0037] 次に、排ガスタービン過給機 2 7 とは別に設けられたシールエア用圧縮機

7 3 について、このシールエア用圧縮機 7 3 が排ガスタービン過給機 2 7 と

並列的に配置されて、ガスエンジン 1 の排ガスエネルギーによって駆動され

る場合に、エンジンの負荷変動があって、負荷に依 らず所望とする給気およ

びエアシールが得 られることを、図 2 を参照 して説明する。

[0038] ガスエンジン 1 から排出される排ガスエネルギーは、排ガスの排気圧力 （

P g ) と排ガス流量 （Q ) との積によって求まり、この P g x Q はエンジン

の負荷によって一意的に決まる。さらに、該エネルギーにより過給機が成 し



得 る仕事量も、過給機 出口側の排気圧力 （P s ) と排 ガス流量 （Q ' ) との積

により、 P s X Q ' も一意的に決 まる。

[0039] つまり、エンジン負荷 に依 らず、 （P s X Q ' ) / ( P g X Q ) = C o n s

t . となる。 さらに、 P g X Q を分圧 したそれぞれのエネルギー P g 1 X Q

および P g 2 X Q 2 により成 し得 る仕事量 P g ' X Q ' および P g 2 ' X

Q 2 ' の各々の和も等 しくなる。

[0040] つまり、 P g X Q = ( P g X Q ) + ( P g 2 x Q 2 ) 、 P s X Q ' = (

P s X Q ' ) + ( P s 2 X Q 2 ' ) とな り、エンジンン 1 の負荷変動に対

して、各々の過給機の分担仕事の割合は常に一定であ り、負荷 に依 らず所望

の給気およびシールエアが得 られる。

[0041 ] 従 って、任意の負荷状態であってもシールエアが生成 されるため、 ガスェ

ンジン 1 が運転 されていれば、 自動的に連動 してシールエアが発生するので

、シールエアが供給 されずにガスエンジン 1 が運転 し続 けて排 ガスター ビン

過給機 2 7 のシール不良ゃスラス 卜カバランス不良や、冷却不良を生 じて過

給機性能低下を引き起 こ し、エンジン性能低下を生 じる恐れを回避でき、シ

—ルエアの供給装置の信頼性 を向上できる。

[0042] 以上のような第 1 実施形態によれば、 メタンガスを燃料ガスとするガスェ

ンジン 1 の排 ガスター ビン過給機 2 7 のシールエア用 と して設けたシールェ

ァ用圧縮機 7 3 か らの加圧空気を、シールエア供給路 7 7 を介 してシールェ

ァ供給部 7 9 に供給するので、 メタンガスが予混合された給気混合ガスがシ

—ルエアと して用い られることがないため、給気混合ガスが排 ガスター ビン

過給機 2 7 の高温部 に直接接触する危険性 を回避できる。

さらに、シールエア供給部 7 9 に供給 されるのが空気であるため、シール

エア供給部 7 9 に導かれたシールエアによって、 ター ビンデ ィスク 9 9 のス

ラス ト力をバランスさせ、 さらに、軸受 8 5 を通 って、軸受 8 5 の冷却や潤

滑油のシールを行 って、シールエア放出路 8 9 か ら大気放出されても、 メタ

ンガスのように温室効果作用が大 きくないため大気環境の悪化も防止される



[0043] また、シールエア用圧縮機 7 3 によって生成されたシールエアをシールェ

ァ供給部 7 9 に供給するシールエア供給路 7 7 から分岐 して設けられシール

エアの余剰空気を排ガスタービン過給機 2 7 の給気側コンプレッサ 2 7 a の

出口側に導 く余剰空気導入路 8 を備えたので、シールエアによる消費量を

上回る余剰分が生 じた場合には、排ガスタービン過給機 2 7 によって生成さ

れる加圧空気に、該余剰分を合流させることで、排ガスタービン過給機 2 7

の過給機効率を向上させることができる。

[0044] なお、制御装置 6 1 は、シールエア用圧縮機 7 3 によるシールエアの供給

がシールエア用圧縮機 7 3 の故障等によりシールエアの供給が不可となった

場合には、従来通り排ガスタービン過給機 2 7 が自給にてシールエアを供給

し、前記ミキサ4 3 へのガス供給量を制御するミキサガス調整弁 5 を閉 じ

て、排ガスタービン過給機 2 7 の上流側におけるC M Mガスの混合を停止 し

て、各シリンダのガス供給枝管 6 9 から、各シリンダの給気枝管 2 1への燃

料ガスの供給だけによつてガスェンジン 1 の運転継続が可能なように制御 し

ている。これによつて、シールエアが供給されていない状態とならず、且つ

排ガスタ一ビン過給機 2 7 にメタンガスが混合 した給気混合ガスを供給 しな

いようにして、安全性を確保 してシールエアの供給が不可時における一時的

な運転の継続を可能とする。

[0045] (第 2 実施形態）

次に、第 2 実施形態のシールエア供給装置 1 1 0 について図 3 を参照 して

説明する。

第 2 実施形態は、第 1実施形態のシールエア用圧縮機 7 3 に代えて、ガス

エンジン 1 とは別に設けられた駆動モータ 1 1 2 によって駆動されるェアコ

ンプレッサ 1 1 4 が設けられる。なお、駆動モータ 1 1 2 ではなくガスェン

ジン 1 とは別のエンジンによる駆動であってもよい。

[0046] 図 3 のように、駆動モータ 1 1 2 で駆動されるエアコンプレッサ 1 1 4 か

らの加圧空気は、制御空気槽 1 1 6 に一時的に貯蔵される。その制御空気槽

6 では、調圧弁 1 1 8 によって一定の圧力 （例えば、排ガスタービン過



給機 2 7 のタービンディスク9 9 のスラス 卜力をバランスさせるのに適 した

圧力等）に調圧され、その後、シールエア流量調整弁 1 1 9 によって流量調

整されて、シールエア供給路 7 7 を通って排ガスタービン過給機 2 7 のシ一

ルエア供給部 7 9 へ供給される。

また、シールエア供給路 7 7 から分岐 して余剰空気導入路 8 が形成され

、余剰空気導入路 8 には余剰空気流量調整弁 1 2 0 が設けられている。こ

の余剰空気流量調整弁 1 2 0 を開くことで、シールエアの一部を排ガスター

ビン過給機 2 7 の給気側コンプレッサ 2 7 a の出口側へ排出できるようにな

つている。余剰空気流量調整弁 1 2 0 はシールエア圧が給気側コンプレッサ

7 a の出口側圧力よりも高い状態で、且つシールエアによる消費量を上回

る余剰分が生 じた場合に開作動 して、シールエアの余剰分を排ガスタービン

過給機 2 7 の給気側コンプレッサ 2 7 a の出口側の混合ガスへ導入可能とし

ている。制御空気槽 1 1 6 の調圧弁 1 1 8 の制御や、シールエア流量調整弁

9 および余剰空気流量調整弁 1 2 0 のそれぞれの制御は、給気側コンプ

レッサ 2 7 a の出口側の圧力信号、制御空気槽 1 1 6 の圧力信号を基に制御

装置 1 2 2 によって行われている。

[0047] このように、第 2 実施形態によると、ガスエンジン 1 とは別に設けられた

駆動源によってエアコンプレッサ 1 1 4 を駆動 し、その加圧空気を排ガスタ

—ビン過給機 2 7 にシールエアとして供給可能とするので、エンジン本体に

エアシール用圧縮機の設置のための構造変更を行うことなく、既存の外部駆

動源によって生成された加圧空気を利用することができるため、シールエア

の供給装置を簡単に低コス トで設置できる。その他の作用効果については、

前記第 1実施形態と同様の作用効果を有する。

産業上の利用可能性

[0048] 本発明によれば、ガスエンジンの排ガスタービン過給機のシールエアとし

て、排ガスタービン過給機とは別に設けたシールエア用圧縮機からの加圧空

気を、シールエア供給路を介 して排ガスタービン過給機のシールエア供給部

に供給するので、メタンガス等の燃料ガスが予混合 した給気混合ガスがシ一



ルエアと して用い られることがな く、該給気混合 ガスが排 ガスター ビン過給

機 の高温部 に直接接触する危険性が回避 され、 さ らに、 シールエア供給部 に

供給 されるのが空気であるため、 その供給後 に大気に放 出されても、 メタン

ガスのように温室効果作用が大 きくないため大気汚染 も防止されるので、 メ

タンガスを燃料 とするガスエ ンジンにおける排 ガスタ一ビン過給機 のシール

エア供給装置 に適 している。



請求の範囲

排 ガスタ一 ビン過給機 の上流側で空気 と燃料 ガスの一部若 しくは全

量 とを予混合 した給気混合 ガスを、前記排 ガスター ビン過給機 を介 し

て燃焼室へ供給するガスエ ンジンの前記排 ガスタ一ビン過給機 のシ一

ルエア供給装置 において、前記排 ガスタ一 ビン過給機 とは別 にシール

エア用圧縮機 を設 け、該シ一ルエア用圧縮機 によって生成 される加圧

空気を前記排 ガスター ビン過給機 のシールエアと して前記排 ガスター

ビン過給機 のシールエア供給部 に導 くシールエア供給路 と、該シ一ル

ェァ供給路か ら分岐 して設 け られ前記シールエア供給部へのシ一ルェ

ァの余剰空気を前記 ガスター ビン過給機 のコンプ レッサ出口側 に導 く

余剰空気導入路 と、 を備 えた ことを特徴 とするシールエア供給装置。

前記シールエア供給部 を経由 したシールエアを前記排 ガスター ビン

のコンプ レツサ入 口側 に戻すシールエア放 出路 を備 えた ことを特徴 と

する請求項 1 記載のシールエア供給装置。

前記シ一ルエア用圧縮機 が、前記 ガスエ ンジンの排 ガスの流れに対

して前記排 ガスター ビン過給機 と並列に設 け られ、前記排 ガスで駆動

される排 ガスター ビン圧縮機 であることを特徴 とする請求項 1 又は 2

に記載のシールエア供給装置。

前記シールエア用圧縮機 が前記 ガスェ ンジンとは別 に設 け られた駆

動手段 によって駆動 されることを特徴 とする請求項 1 記載のシ一ルェ

ァ供給装置。

前記余剰空気導入路 にシールエアを前記排 ガスター ビン過給機 のコ

ンプ レッサ出口側への流れのみを許容する逆止弁が設 け られることを

特徴 とする請求項 1 記載のシールエア供給装置。

請求項 1 乃至 5 いずれか 1 に記載のシールエア供給装置 を用いた排

ガスタ一 ビン過給機。
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